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特集：第５９回全国植樹祭

  

エリアＡエリアＡ

エリアＢエリアＢ

   

　
全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国
土
の
基
盤

で
あ
る
森
林
・
緑
に
対
す
る
国
民
的
理
解
を

深
め
る
た
め
、（社）
国
土
緑
化
推
進
機
構
と
都

道
府
県
が
共
催
で
開
催
す
る
国
民
的
イ
ベ

ン
ト
。
国
土
緑
化
運
動
の
中
心
的
な
全
国

行
事
と
し
て
毎
年
春
季
に
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
を
仰
ぎ
、
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
、
両

陛
下
に
よ
り
お
手
植
え
、
お
手
播
き
行
事
、

県
内
外
の
参
加
者
に
よ
る
記
念
植
樹
、
国

土
緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
等
の

表
彰
行
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
昭
和
25
年
に
山
梨
県
で
第
１
回
が
開
催

さ
れ
、
以
後
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
お
り
、
秋
田
県
で
は
、
昭
和
43
年
５
月

19
日
に
「
入
会
林
野
の
整
備
と
拡
大
造
林

の
推
進
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
１
万
４
千
５

百
人
の
参
加
者
に
よ
り
第
19
回
全
国
植
樹

祭
が
田
沢
湖
畔
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
年

５
月
16
日
に
発
生
し
た
十
勝
沖
地
震
に
よ

り
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
が
中
止

と
な
り
、
皇
居
で
両
陛
下
が
秋
田
ス
ギ
苗
を
鉢

に
お
手
植
え
さ
れ
、
現
地
に
移
植
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
15
年
度
に
全
国
に
さ
き
が
け
て
制
定
さ
れ

た
「
秋
田
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
の
保
全
及
び

創
造
に
関
す
る
条
例（
愛
称
・
水
と
緑
の
条
例
）」

に
基
づ
き
、
生
態
系
に
配
慮
し
た
多
様
な
森
づ

く
り
や
、
森
と
ふ
れ
あ
う
森
林
文
化
の
再
発
見
、

木
を
活
か
す
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
、

「
水
と
緑
の
県
民
運
動
」
の
展
開
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
基
本
方
針
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

　
会
場
と
な
る
の
は
、
大
野
台
の
中
央
に
位
置

す
る
県
立
北
欧
の
杜
公
園
。
総
面
積
は
２
０
０

ha
で
、
そ
の
名
称
は
北
欧
の
牧
歌
的
な
雰
囲
気

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
森
吉
山
を
望
む
広
大
な

緑
地
に
、
秋
田
ス
ギ
の
森
や
池
沼
が
点
在
し
、

四
季
を
通
じ
て
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
。 

　
記
念
式
典
と
植
樹
行
事
へ
の
参
加
規
模
は
約

１
万
２
千
人
。
う
ち
県
外
招
待
者
は
２
千
人
、

県
内
招
待
者
は
７
千
５
百
人（
公
募
選
出
３
千

人
を
含
む
）が
見
込
ま
れ
、
２
千
人
の
ス
タ
ッ

フ
が
大
会
運
営
を
支
え
ま
す
。 

　
式
典
会
場
は
公
園
東
寄
り
の
大
芝
生
広
場
内
。

こ
こ
に
、
秋
田
の
伝
統
的
な
家
屋
に
見
ら
れ
る

中
門
づ
く
り
の
「
お
野
立
所
」、
ま
た
そ
の
両

翼
に
「
秋
田
杉
の
回
廊
」
が
設
け
ら
れ
、
秋
田

ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。 

　
式
典
で
は
、
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
、
国
土

緑
化
運
動
の
表
彰
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る

お
手
植
え
・
お
手
播
き
、
大
会
宣
言
の
採
択
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
県
内
全
市
町
村
か

ら
の
幅
広
い
世
代
が
式
典
で
の
植
樹
に
参
加
し
、

水
と
緑
の
創
造
と
未
来
へ
の
継
承
を
表
現
し
ま

す
。
式
典
終
了
後
は
、
市
の
郷
土
芸
能
保
存
会

な
ど
が
出
演
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
会
場
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
特
産
品
の
展

示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
昼

食
時
に
は
秋
田
の
食
材
を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
弁
当
も
提
供
さ
れ
、
お
も
て
な
し
の
心
で
秋

田
の
良
さ
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。 

    

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
で
は
、
水
と
緑
を
育
む

多
様
な
森
づ
く
り
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
「
３

つ
の
森
づ
く
り
」
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

(１)
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
・
再
生
の
森
づ
く
り 

▽
健
全
な
生
態
系
の
維
持
・
回
復
、
生
物
多
様

性
の
確
保
の
視
点
に
立
っ
た
「
ふ
る
さ
と
の
原

風
景
」、
里
山
・
広
葉
樹
林
の
「
再
生
の
森
」
づ

く
り
▽
会
場
は
エ
リ
ア
Ａ（
写
真
参
照
）▽
主
と

し
て
県
外
参
加
者
が
ブ
ナ
、
ト
チ
ノ
キ
、
コ
ナ

ラ
、
ミ
ズ
キ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
な
ど
の
広
葉
樹
の

苗
を
植
え
ま
す 

(２)
親
水
空
間
・
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り 

▽
水
と
親
し
む
こ
と
が
で
き
、
森
林
環
境
学
習
、

福
祉
や
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
な
活
用
が
で

き
る
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り
を
行
い
ま
す
▽
会

場
は
、
園
内
の
沼
に
接
す
る
エ
リ
ア
Ｂ
。
主
に

県
内
参
加
者
が
、
カ
ツ
ラ
、
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
な

ど
水
辺
環
境
に
適
す
る
樹
種
、
ふ
れ
あ
い
環
境

に
適
す
る
花
木
を
植
栽
し
ま
す 

(３)
秋
田
ス
ギ
・
資
源
循
環
の
森
づ
く
り 

▽
適
正
な
間
伐
促
進
、
ス
ギ
人
工
林
の
生
物
多

様
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
複
層
林
化
な
ど
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
視
点
に
も
立
っ
た
資
源
循

環
の
森
づ
く
り
を
実
施
し
ま
す
▽
会
場
は
エ
リ

ア
Ｃ
。
主
と
し
て
県
内
参
加
者
が
、
間
伐
地
に

秋
田
ス
ギ
を
植
栽
し
ま
す
。 

※
当
日
の
植
樹
行
事
は
早
朝
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。 

    

　
治
山
・
治
水
や
生
物
多
様
性
の
保
全
、
水
源

か
ん
養
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
機
能
、
癒
し
な

ど
、
多
面
的
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
森
林
。

秋
田
県
・
北
秋
田
市
で
は
、
全
国
植
樹
祭
を
一

過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

森
づ
く
り
を
後
世
へ
と
継
承
す
る
こ
と
を
開
催

理
念
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

　
藤
本
勝
繁
君（
竜
森
小
６
年
）の
原
画
を
も
と

に
制
作
さ
れ
た
植
樹
祭
の
ポ
ス
タ
ー 

▲

　
約
１
万
人
が
参
加
し
、
48
種
２

万
本
の
苗
木
を
植
え
た
北
海
道
苫

小
牧
市
で
の
第
58
回
全
国
植
樹
祭 

▲  　
当
日
は
、
３
カ
所
・
計
３
ha
の
会

場
に
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
苗
木

１
本
以
上
を
植
樹
し
ま
す 

▲  

第５９回全国植樹祭会場略図第５９回全国植樹祭会場略図

（基本計画より）
な
か
も
ん 

の
だ
て 

大芝生広場大芝生広場

至�国道１０５号線至�国道１０５号線

秋田スギ・資源循環の森秋田スギ・資源循環の森

ふるさとの原風景・再生の森ふるさとの原風景・再生の森
パークセンターパークセンター

エリアＣエリアＣ
親水空間・ふれあいの森親水空間・ふれあいの森

（式典会場）（式典会場）

米代川

大野台工業団地

県立北欧の杜公園県立北欧の杜公園
６
月
15�
日

昨年５月26日に行われたプレ植樹祭で 昨年５月26日に行われたプレ植樹祭で 

 


